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5600m の高地で新たに望遠鏡を建設することは極めてチャレンジングであり、大変な計画であるこ

とは十分理解できる。しかしながら、当初計画していた 1 平方度の視野を 5′×5′に縮小せざるを得

なかった点を含め、計画の検討や年次計画に問題があったことは否定できない。その結果、当初の 1
万平方度サーベイが数百平方度サーベイに変更されたことで、科学的なインパクトも下がってしまっ

た。サイトの整備や観測装置の準備やテストなどで努力している点は認められるが、当初計画の縮小

にもかかわらず当初の予定よりも研究が遅れていることも事実である。 
このような現状を鑑み、是非とも当初の科学目標を達成すべく、一層の努力をすることが望まれる。

 
 

 

 

 

 

 

 

 


